
トークイベントも 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

       

 

 

旧
沢
内
病
院
時
代
か
ら
現
在
も

地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
る
増
田

進
先
生
の
記
録
映
画
「
増
田
進 

患

者
さ
ん
と
生
き
る
」
の
上
映
会
が

10
月
15
日
、銀
河
ホ
ー
ル
を
会
場

に
開
か
れ
ま
し
た
。 

上
映
会
は
深
澤
晟
雄
の
会
も
加

入
す
る
実
行
委
員
会
主
催
で
行
わ

れ
、
当
日
の
来
場
者
は
３
０
５
人

を
数
え
て
「
銀
河
ホ
ー
ル
久
し
ぶ

り
の
超
満
員
」
と
い
う
声
も
聞
か

れ
ま
し
た
。 
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映
画
は
、
北
上
市
在
住
の
都
鳥

拓
也
さ
ん
・
伸
也
さ
ん
の
双
子
兄

弟
に
よ
る
制
作
で
、
増
田
先
生
の

地
域
住
民
の
健
康
や
命
を
守
る
献

身
的
な
姿
が
、
96
分
の
映
像
に
収

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

上
映
後
は
、
映
画
制
作
で
監
督

を
務
め
た
伸
也
さ
ん
の
司
会
で
、

増
田
先
生
と
大
学
の
後
輩
に
当
た

る
北
村
道
彦
西
和
賀
さ
わ
う
ち
病

院
長
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

席
上
、
増
田
先
生
の
語
る
旧
沢

内
病
院
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
医

療
活
動
は
来
場
者
と
共
有
す
る
部

分
が
多
く
、
現
代
医
療
の
考
え
方

に
も
共
感
を
呼
ぶ
な
ど
、
会
場
は

増
田
先
生
と
の
一
体
感
に
浸
っ
た

上
映
会
と
な
り
ま
し
た
。 

冊
子
パ
ン
フ
も
好
評 

 
上
映
会
場
で
は
映
画
の
ス
ト
ー

リ
ー
や
増
田
先
生
を
知
る
各
界
著

名
人
の
寄
稿
、
都
鳥
伸
也
監
督
と

の
対
談
な
ど
を
掲
載
し
た
冊
子
パ

ン
フ
も
好
評
で
完
売
で
し
た
。 

こ
の
冊
子
パ
ン
フ
は
深
澤
晟
雄

資
料
館
で
１
冊
１
０
８
０
円
で
販

売
し
て
い
ま
す
。 

I ま
す
。 

 

秋
田
県
に
か
ほ
市 

 

阿 

部 

九
一
郎 

様 

栃
木
県
宇
都
宮
市 

 

塩 

谷  

京 

子 

様 

埼
玉
県
新
座
市   

桝
井
道
典
・
ゆ
く 

様 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市 

高 

田    

健  

様 
 
 
 
 

宮
城
県
仙
台
市 

 
  

加 

藤  

邦 

夫 

様 

福
岡
県
福
岡
市 

 
 

原 

山  

映 

子 

様 

岩
手
県
金
ヶ
崎
町 

 

菅 

原  

崇 

之 

様 

ご
寄
付
に
感
謝 

増田進 

患者さんと生きる 超満員の上映会 

増田先生の記録映画とあって上映会の銀河ホールは超満員 

 

 

資料館の冬期休館 

28 年 12 月 1 日～29 年 3 月 31 日 

深澤晟雄資料館は 12月 1日から来年 3月 31日ま

で冬期休館といたします。ただし、予約開館には対

応しますので下記によりご相談ください。 

電話：0197‐85‐3838（資料館）⇒不在転送⇒ 

予約受付担当者の携帯電話へ 

 来館当日の開館には対応しかねる場合もありま

すので、早めの予約をお願いします。 



                   資料館の 

感想ノートから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 
 

た
に
し
ま
し
た
。 

（
埼
玉
県
狭
山
市 

梅
原
誠
様
） 

 
    

生
命
尊
重
の 

 
   

精
神
後
世
に 

「
命
が
何
よ
り
も
大
事
で
あ
る
」

と
わ
が
市
長
も
言
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
精
神
を
い
か
に
伝
え
続
け
て

い
く
か
、
大
人
と
し
て
の
責
任
が

今
問
わ
れ
ま
す
。
つ
な
が
っ
て
い
く

命
を
大
切
に
。
そ
し
て
未
来
へ
。 

（
兵
庫
県
宝
塚
市 

井
上
保
子
様
） 

深
澤
精
神
に 

難
局
救
う
魂 

こ
の
豪
雪
の
村
か
ら
生
ま
れ
た 

 

北
海
道
か
ら 

マ
イ
カ
ー
で 

映
画
「
い
の
ち
の
山
河
」
を
見

て
北
海
道
か
ら
マ
イ
カ
ー
で
来
ま

し
た
。
今
度
は
息
子
に
も
見
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。 

（
北
海
道
北
見
市 

佐
々
木
泰
様
） 

 
   

先
輩
の
理
念 

思
い
新
た
に 

偶
然
寄
り
ま
し
た
が
、
大
変
良

い
資
料
を
拝
見
し
ま
し
た
。
思
想

的
に
は
宮
沢
賢
治
、
哲
学
者
カ
ン

ト
に
通
じ
る
理
念
を
持
っ
て
い
た

大
先
輩
（
東
北
大
）
と
思
い
を
新 

 

深
い
魂
、
困
難
を
退
け
て
前
に
進

む
深
澤
村
長
の
お
仕
事
ぶ
り
、
人

と
な
り
を
資
料
館
職
員
か
ら
拝
聴

し
、
た
だ
、
た
だ
感
動
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
今
の
日
本
が
迎
え
て
い

る
数
々
の
難
局
、
そ
れ
を
救
う
ヒ

ン
ト
が
た
く
さ
ん
深
澤
精
神
の
中

に
宿
っ
て
い
ま
す
。 

(

三
重
県
松
阪
市 

松
浦
良
代
様
） 

村
長
に
感
銘 

福
祉
の
道
へ 

１
９
６
０
年
代
の
学
生
時
代
、

沢
内
村
の
村
長
を
中
心
と
す
る
保

健
福
祉
活
動
を
知
り
、
感
銘
を
受 
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け
ま
し
た
。
励
ま
さ
れ
る
よ
う
に

福
祉
関
係
の
職
業
を
歩
ん
で
き
ま

し
た
が
、
や
っ
と
訪
ね
る
こ
と
が

で
き
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

（
神
奈
川
県
大
和
市 

石
津
明
彦
様
） 

地
方
自
治
の 

原
点
こ
こ
に 

 

40
年
来
の
あ
こ
が
れ
の
地
に
来

ま
し
た
。
た
だ 

た
だ
感
動
の
み
で

す
。
資
料
館
女
性
職
員
の
詳
細
な

ご
説
明
に
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
の
原
点
こ
こ
に
あ
り
と

改
め
て
思
い
ま
し
た
。 

（
愛
知
県
岡
崎
市 

山
本
仁
司
様
） 

 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

深澤哲学に共感深く 

昨年に続き２回目の訪問です。及川

氏の本（「村長ありき」など）は何回

も読みました。深澤晟雄氏の哲学には

共感すること多々あり、実際に訪れる

ことで、その思いを深くします。 

（京都府 鈴木隆純様ご夫妻） 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

台湾から教育視察 

台湾国際教育旅行連盟一行８人で資料館

を訪ねました。「生命尊重」の理念や行政

施策が理解できたこと、心から喜びを感じ

ます。深澤村長の「志あれば必ずやり遂げ

られる」精神にも感動し、尊敬します。 

（国立武陵高級中学校長 林清波様） 

千葉県船橋市 兵藤  淳人様（写真中央） 

埼玉県熊谷市 長谷川博之様（写真右) 

 


